
 

 

 

 

 

 

 

･*＊会期日程＊*･ 

※議事日程については最終ページをご覧ください。 

       

           議員が行政全般にわたり、町長等執行機関に対し、事務の執行状況、 

将来の方針や諸問題などについて質問します。 

･*＊予定時間＊*･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開催日 議会会議内容 

第１日 １２月 ２日（火） 
諸般報告（３件）、令和７年度各会計補正予算（４件）、 

一般質問（２名）、請願審査付託（１件）  
第２日 １２月 ３日（水） ＊休会＊ 請願審査委員会 

第３日 １２月 ４日（木） 一般質問（５名）※請願審査委員会報告【予定】 

第４日 １２月 ５日（金） 
一般質問（２名）、条例改正（４件）、条例設定（２件）、

事件案件（２件）、意見書提出【請願採択の場合】 

通告順番 １番 小野寺 正樹 議員 ２日 １３：００～１４：００ 

 ２番 佐竹 優子 議員 ２日 １４：２０～１５：２０ 

 ３番 土田 市子 議員 ４日 ９：３０～１０：３０ 

 ４番 小林 茂吉 議員 ４日 １０：５０～１１：５０ 

 ５番 鈴木 淳士 議員 ４日 １３：００～１４：００ 

 ６番 鈴木 重行 議員 ４日 １４：２０～１５：２０ 

 ７番 志田 德久 議員 ４日 １５：４０～１６：４０ 

 ８番 砂田  茂  議員 ５日 ９：３０～１０：３０ 

 ９番 佐久間 千佳 議員 ５日 １０：５０～１１：５０ 

通告順位 １番  小野寺 正樹 議員  

１．クマ対策について 

(1) 今年はクマの目撃情報が数多く防災行政無線等で周知されているが、クマ出没時の町民の安全確保策に

ついて伺う。 

(2) 三川町内の各学校現場における通学時の安全対策や、児童がクマと偶発的に遭遇した場合の対応策につ

いて伺う。 

(3) クマ対策の一つとして果樹、生ゴミを放置しないことが重要と聞いているが、指導体制について伺う。 

２．押切バス停留所の待合施設について 

(1) 特に冬場の通学時、多くの学生が吹きさらしの中バスを待っている姿を目にする。安全確保の観点から

待合施設の設置に対する考えを伺う。 

３．三川音頭の継承について 

(1) 各地域のイベントや運動会等で踊る機会も無くなり、三川町の大切な文化が継承されず消えてしまう不

安が頭をよぎるが、今後の学校や地域での指導について見解を伺う。 

会期 令和７年１２月２日(火)～１２月５日(金) 

＜三川町議会からのお知らせ＞ 
三川町議会HP 

音声配信、会議録など

掲載しています。 

 

※開始時刻が早まる場合があります。議会事務局へご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順位 ２番  佐竹 優子 議員  

１．「いろり火の里」施設を活用したウェルビーイング向上策について 

(1) 温泉施設を活用した健康講座やフレイル予防事業を行っている自治体もある。本町においても「なの花温泉 田田」は、

働き盛りの世代や、子育て世代も多く利用していることから、医療機関や栄養学の専門家と連携することで、質が高く、

幅広い世代が気軽に参加しやすい事業が展開できると期待する。町民の健康づくり拠点として最大限活用すべきと考える

が、所見を伺う。 

(2) 町内事業者が従業員への福利厚生に活用できるよう、施設利用料減免などの優遇があれば、企業の「健康経営」の取

り組みが促進し生産性向上にも繋がると考える。町独自に温泉施設を活用した健康経営の応援制度を設け、企業誘致活動

にも生かしていくべきと考えるが、所見を伺う。 

(3) なの花ホールの空きテナントを、コワーキングスペースとして整備することで、異業種交流によるビジネスチャンス

の創出や、サークル活動など地域住民のコミュニティ形成の促進に役立つものと考える。空きテナントスペースについて、

今後の活用方針を伺う。 

２．情報セキュリティ対策について 

(1) 高度化するサイバー攻撃のリスクに対応するため総務省が示したガイドラインでは、2026 年４月１日を期限として、

すべての地方公共団体において「サイバーセキュリティ基本方針」の策定・公表を義務付けている。すでに策定している

団体でも一定以上のセキュリティ水準を確保するための見直しを求めているが、三川町の対応状況について伺う。 

(2) サイバー攻撃によりシステム障害が発生した際、住民サービスへの影響をどのように想定しているのか、また、早期

の復旧に向けた体制構築について伺う。 

(3) 職員のセキュリティ研修や、標的型攻撃メール訓練の実施状況について伺う。 

(4) 業務委託先や関係機関のセキュリティ水準の確認と、管理・監督の強化について考えを伺う。 

通告順位 ３番  土田 市子 議員  

１．人口の将来展望について 

(1) 第４次三川町総合計画実施計画の地域開発推進事業における新たな住宅団地形成に関する事業展開について進展状況を

伺う。 

(2) 子どもの人数が少ない東郷地区の逼迫した現状を踏まえた住宅団地形成の事業展開の見通しについて伺う。 

(3) 人口増に繋がる移住促進体制について、どのような施策をとっているか伺う。 

２．公園の多面的活用の推進と整備について 

(1) ８月に行われた中学生との議場懇談会で「地元に残る（戻ってくる）ために求めることはなんだと思いますか。」「三

川町がさらに“いい町”になるにはどのようなことが必要だと思いますか。」とテーマを掲げたところ、公園整備の意見

が多くあった。町が管理する公園の現状と今後の機能充実への考えを伺う。 

(2) 町民いこいの広場の利用状況と有意義な活用のあり方を伺う。 

３．三川町図書室の活用について 
(1) 小・中学校、保育園・幼稚園それぞれに図書はあるが、町の図書室の利用状況について伺う。 

(2) 入口ドアに小窓はあるが密室状態であり、そして二階であるため死角となっている。図書室の防犯対策について伺う。 

通告順位 ４番  小林 茂吉 議員  

１．町内会の活性化と運営について 

(1) 歴史や文化の象徴として、古くから地域の生活に根付いてきた歴史的価値の高い神社や先人の德を讃えた石造文化財の

保存、伝承の維持に苦悩する現象は町内会を構成する担い手の課題と言える。行政と地域住民が協力して、伝統的な文化

遺産を守る方策について所見を伺う。 

(2) 社会全体のデジタル化が進む中で、情報共有を効率化し、新たなサービス・価値を地域住民が受けられるようにするた

め、現役世代や若者の積極的な参加を促しつつ、行政と町内会との間の連絡調整の合理化・効率化を推進するデジタル化

についての考えを伺う。 

２．障害児支援の提供体制の整備について 

(1) 障害児福祉計画（第３期）に掲げる「児童発達支援センター」の設置と重症心身障害児を支援する「児童発達支援事業

所」の確保の考え方を伺う。また、一人ひとりの障害も含めた個性を尊重した最もふさわしい療育・教育の機会を提供す

る障害児を持つ保護者と支援者が情報共有する「やまがたサポートファイル」の活用状況と普及啓発について伺う。 

３．「ネクスト GIGA」について 
(1) 令和７年度全国学力・学習状況調査の結果・分析から全国に比較した本町の特徴的な課題はあるのか伺う。 

(2) GIGAスクール構想第２期では、ICT技術のさらなる活用や、より高度な教育コンテンツの導入が期待される。一人ひと

りの児童生徒に最適な学びを届ける「授業イノベーション」の推進と学校と保護者との間で家庭学習に対する考え方を共

有していく家庭学習時間の確保と習慣化は大切と考えるが見解を伺う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順位 ５番  鈴木 淳士 議員  

１．各般にわたる行政運営の適否について 

(1) 次の事務処理等について、適正であると判断した所見を伺う。 

 ①「旅費」の緊急的予算不足に対して、専決処分による補正予算は計上できないと判断した件 

 ②「三川町地域公共交通会議設置要綱」を例規集へ登載していない件 

 ③所定の運行規程により町内運行限定のデマンドタクシーを、行政区域から先を普通タクシーに切り替えて継続運行す

ることを容認している件 

 ④営利目的と推断される「終活大相談会」を「共催」で開催した件 

２．高齢者世帯向けエアコン設置補助金の新設について 
(1) 「猛暑」に対する連日の防災行政無線放送があった今夏を省みて、全世帯へのエアコン設置を推進することは有効な 

一策であると以前も提案していたことから、改めて町としての対策案や考え方を伺う。 

３．町政全般にわたる「論語」活用について 
(1) 「論語」の考え方などを広く行政運営や教育活動に活用すべきと思われるので、「論語」への評価や活用方策等につ 

いての所見を伺う。 

通告順位 ６番  鈴木 重行 議員  
１．企業版ふるさと納税について 
(1) 近年、企業版ふるさと納税による企業から自治体への寄附金額、件数がともに大きく増加している。制度の概要と本 

町での取り組みの現状、今後の取り組み予定について伺う。 

(2) 寄附の募集においては企業へのＰＲが重要と考える。企業とのマッチングや事業のＰＲの仕方について見解を伺う。 

２．農業振興策について 
(1) 将来の農地利用の姿を明確化した「地域計画」が３月までに策定された。県内では農地の３割が後継者未定となって 

いるが、本町の将来像について伺う。また、「地域計画」は策定にとどまらず、毎年の更新により完成度を高めるべきと 

考えるが見解を伺う。 

(2) 少ない担い手で農地を維持するには、圃場の大区画化やスマート農業の導入等による効率化、省力化が必要と考える 

が見解を伺う。 

(3) 本町の地域農業を持続可能にするための中長期的な農業政策の方向性について見解を伺う。 

３．災害時におけるトイレ環境の整備について 
(1) 東日本大震災や能登半島地震の教訓から、大規模災害時の避難所においてトイレ環境の整備が重要とされている。停電

や断水時にも利用できる災害用トイレの整備状況について伺う。 

(2) 災害に備えた家庭での食料、水の備蓄とあわせて非常用トイレの備蓄も推奨すべきと考えるが見解を伺う。 

通告順位 ７番  志田 德久 議員  
１．安全安心の地域について 
(1) 令和６年７月２５日、２６日の豪雨で三川町も含め多くの地域で災害に見舞われた。川の増水もその要因と考えられ 

る。三川町では藤島川の増水で内水被害が起こった。藤島川は京田川と合流、京田川は最上川と合流している。京田川 

を最上川に合流させないで、京田川と最上川を分離し河口を単独で日本海に流す事で解決すると考える。国、県に要望す 

べきで、その現状と今後の対応策は。 

２．今後の予算編成について 
(1) 政府は、総合経済対策で、地方自治体が独自の政策に取り組む重点支援地方交付金に、食料品の価格高騰対策に使う 

「特別枠」を設ける方向で検討しているがその対応策は。 

(2) 政府は、令和８年度４月からの小学校の給食無償化の制度設計で、公立小学校を対象に、一律で支援する方向で検討 

に入っているがその対応策は。 

(3) 令和８年度は、税収が多く見込まれるがその対応は。 

(4) 第４次三川町総合計画の実施状況をどう捉え、今後の予算措置の考えは。 

３．福祉政策について 
(1) 高齢者世帯が増えている。それに伴い今冬の除雪やゴミ出し等の支援が必要と思われるがその考えは。 

(2) 高齢者世帯や一人暮らしでの「見回りサポート」が必要と考えるが、その対応策は。 

通告順位 ８番  砂田 茂 議員 

１．学校給食について 

(1) 学校給食における地場産物の活用状況と課題等を伺う。 

(2) 文部科学省によると、食育とは子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に着ける取り組みと謳ってい

る。学校生活の中での食育の取り組みを伺う。 

(3) 学校給食法第１１条において食材費は保護者負担とするとなっている中で、全国の自治体の約３割が無償化を実施して

いる状況についての受け止めを伺う。 

裏面に続きます 



 発行：三川町議会広報常任委員会 

通告順位 ９番  佐久間 千佳 議員  
１．今後の農業政策について 
(1) 昨今の米価高騰により飼料用米や大豆、園芸作物などの転作作物について作付面積の減少が考えられるが、農業経営 

に及ぼす影響と支援の方向性を伺う。 

(2) 担い手への集積面積や平均年齢などの数値目標を総合計画やＭターン戦略（まち・ひと・しごと創生総合戦略）に立 

て推進していくべきと考えるが所見を伺う。 

(3) 地域計画（地域農業経営基盤強化促進計画）の実効性を高めるため、中堅、若手農業者で「地域計画促進協議会（仮称）」」

を作り、中長期的に議論をしていくべきと考えるが所見を伺う。 

(4) 過度な農地の集積による受け皿不足や離農により、遊休農地の発生や農地の売買が活発化する可能性が考えられる 

が、遊休農地を発生させないための支援や外国人による農地取得・保有における農業委員会の対応について伺う。 

２．デジタル化の推進について 
(1) 生成ＡＩの技術発展に伴い、行政事務の負担軽減やアスレなの花などの施設利用予約もデジタル技術の活用が図られ 

ると考えるが、所見を伺う。 

(2) 災害発生時のデジタル活用について、避難所内外での活用や情報収集、共有、指示等の効率化による初動対応の迅速 

化について所見を伺う。 

(3) デジタルデバイド（情報格差）対策について、デジタル活用の広がりと歩調を合わせ推進するべきと考えるが、今後 

の対策を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

諸般報告   ３件 

議第６３号  令和７年度三川町一般会計補正予算（第４号） 

議第６４号  令和７年度三川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

議第６５号  令和７年度三川町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議第６６号  令和７年度三川町下水道事業会計補正予算（第２号） 

請願第１号  保険薬局も無料低額診療事業の対象とすることを求める意見書の提出に関する請願 

◇ 一般質問２名 

                                          
請願審査委員会 

 

 
 

◇ 一般質問５名   ★参   考  請願審査委員会報告１件（予定） 

 
 

 

◇ 一般質問２名 

議第６７号  三川町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第６８号   三川町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

議第６９号  三川町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第７０号  三川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第７１号  三川町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 

議第７２号  三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部を 

改正する条例の設定について 

議第７３号  いろり火の里なの花ホール照明器具 LED化工事請負契約の一部変更について 

議第７４号  町道路線の廃止及び認定について 

★参   考  意見書提出 １件（予定）※請願採択の場合 

第１日 １２月 ２日(火) 午前９時３０分 開会 

第３日 １２月 ４日(木) 午前９時３０分 開議 

第４日 １２月 ５日(金) 午前９時３０分 開議 

第２日 １２月 ３日(水) 休  会 

＜問合せ先＞ 三川町役場 議会事務局   ℡ ３５－７０３９ 

２．加齢性難聴について 
(1) 高齢者の半数は、加齢によって聞こえづらくなる加齢性難聴と言われている。聞こえの状態を高齢者自ら認識するこ 

とが大切と考えるが、啓発等の取り組みを伺う。 

(2) 聞こえに対する補聴器の有効性についての認識を伺う。 

(3) 全国の自治体における補聴器購入費に対する助成の広がりについての認識と、本町での助成についての考えを伺う。 

３．無料低額診療事業について 
(1) 無料低額診療事業は、経済的な理由で必要な医療を受ける機会を制限されることのないよう、医療機関が無料又は低額 

な料金で診療を行う事業となっている。この事業を利用する際の手続きを伺う。 

(2) この事業内容についての町民の認知度と啓発の考えを伺う。 

(3) 無料低額診療を利用している患者の保険薬局での調剤費用の助成についての考えを伺う。 
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